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東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

【コミュニケーションブース】

➢ 発電所の取組を説明する理解活動の強化のため、7月以降、柏崎刈羽エリアにおいて、5か所で
コミュニケーションブースを設置し、930名の方がご来場
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日程 自治体 開催場所 来場者

7/20・7/21 刈羽村 サービスホール 433名

7/27 刈羽村 刈羽ふれあいサロン「き・な・せ」 52名

8/15 出雲崎町 船まつり 254名

8/15 刈羽村 ふるさとまつり 110名

8/19～8/25 刈羽村 PLANT5刈羽店 81名

合計（PLANT5刈羽店は8/21までの参加者数を記載） 930名

日程 自治体 開催場所

8/26～9/1 柏崎市 MEGAドン・キホーテ柏崎店

＜今後の柏崎刈羽エリアでのコミュニケーションブース開催予定＞



➢ 7月以降、構内見学バスツアーを54回実施（1日に複数回実施）し、488名の方がご参加
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日程 参加者数

7/20・21 125名

7/28 23名

8/3・4 44名

8/10～14 251名

8/17・18 45名

合計 488名

＜今後の開催予定＞

8/24（土）・8/25（日）・8/31（土）・9/1（日）
※1日3便実施予定

【構内見学バスツアー】

コミュニケーション活動の取組状況について（2/2）

＜構内見学ルート＞
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（参考）コミュニケーションブースおよび構内見学バスツアー参加者の声

【いただいたご意見（抜粋）】

• 様々な対策がとられていることが分かった。

• 柏崎刈羽の活性化のために早く動かしてほしい。

• VRを使って実際の現場の状態を知ることができた。

• 電気は生活に欠かせないので、原子力発電は必要だと思う。

• 能登の地震があって、とにかく県民は地震・津波のことが心配。

【コミュニケーションブース】

【構内見学バスツアー】

【いただいたご意見（抜粋）】

• 正直、3.11以降は原子力反対の考えであったが、今回視察してやれることは全
てやっているという印象に変わった。

• 構内に入る際のセキュリティの高さは特に驚いた。

• 実際に見るのと見ないのでは大違い。よくわかった。

• 取組みは評価できるが、どうしても先入観や災害の不安がつきまとう。


